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 策定までの主な経緯は，次に示すとおりです。 

 

H 9．1 ・景観形成基本計画策定 

H10．3 

・景観ガイドプランを策定 

・私の好きな守谷の景観「もりや30景」

選定 

H14．3 ・緑の基本計画策定 

H16．3 ・守谷駅周辺地区まちづくりプラン策定 

H17．1 ・景観準備委員会を公募 

H17．3 
・景観準備委員会を設置 

（公募市民11名） 

H17．8 
・茨城県の同意を得て，景観行政団体と

なる（H17.8.24） 

H18．2 ・庁内ワーキングチーム設置 

H18．8 
・景観法の施行等に関する条例案パブリ

ックコメント手続き 

H18．12 

・景観法の施行等に関する条例案，議会

上程，可決，一部施行 

・景観審議会設置（委員：15名） 

・都市計画審議会の意見聴取 

H19．1 
・景観計画（素案）について，パブリッ

クコメント手続き実施 

H19．2 

・守谷市景観計画に係る景観形成重点地

区の指定（案）及び重点地区景観形成

基準（案）の縦覧 

H19．3 

・都市計画審議会へ報告 

・守谷市景観計画告示 

・守谷市景観法の施行等に関する条例の

一部の施行期日を定める規則公布 

H19．4 ・景観計画，条例全面施行 

 景観計画策定後は，計画に定める基準により，指

導をしているところですが，法的根拠をもつ景観計

画や条例を策定したことにより，以前と比べ，強い

指導も可能となり，例えば，壁面や広告物の色の彩

度を基準値内まで下げた例や，色彩デザインを変更

した例，また，背景の緑と調和するよう，茶系の塗

装を施した例など，事業者においても，比較的協力

的であり，一定の効果は出ているものと感じていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市においては，これまで戸建住宅中心の開発でし

たが，ＴＸ開業後は，マンション建設が多々進み，近

隣住民との問題も出ています。 

その多くの要因は，建築物の高さの問題であり，景

観計画においても，スカイラインとの協調や圧迫感の

低減等，配慮すべき事項として定めていますが，強制

力の伴う高さの規制誘導策を検討中です。 

また，屋外広告物においても，屋外広告物法に基づ

く条例制定に向けた検討を行っていますが「屋外広告

物」とは，常時又は一定の期間継続して屋外で公衆に

表示されるものであることから，窓の内側から張られ

るような広告物の規制については，苦慮しているとこ

ろです。

 本市のまちづくりにおいては，誰もが，守谷を「終

のすみか」と望み「住みたい・住みつづけたい・住ん

でよかった」と心から思えるまち。そして，守谷に誇

りを持ち，誰もがまちづくりの主人公になれるまち

を，市民と共に創り育てる。これを，まちづくりの基

本理念に掲げています。 

条令を施行しただけで，良好な住環境や景観が良く

なるほど単純なものでもなく，魅力的な景観も，単に

美しい環境を創出するだけでなく，そこに住み続けた

いという市民の愛着やふるさと意識であり，その根底

をなすものは，自分たちの，まちの文化や自然を大切

に思う個々の意識，まちを愛する気持ちです。 

我々の生活や会社での事業活動等においても，普段

からの心がけが大切であり，市民・事業者・行政が，

それぞれ力を合わせて，本市の良好な景観を守り，育

て，創りあげたいと考えています。 

 

 

 

【問合せ先】 

守谷市都市整備部都市計画課 

T E L：０２９７－４５－１１１１
E-mail：toshikei@city.moriya.ibaraki.jp


